
11/11かしの木山で秋を見つけよう 

11/12児童祝福式 

   

 

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                     

                      

 

「労働の喜び」 

秋田郁美 

 主なる神は人を連れて来て、エデンの園に住まわせ、人がそこを耕し、守るように 

された。                     創世記 3：23 

礼拝の中でもお伝えしましたが、最近我が家の前の空き地を畑にするために、土を耕して

います。野菜の栽培の経験も全くない者ですが、地主さんに、土地を遊ばせておいても雑草

が生えるだけだから畑に使ってよいと言われ、挑戦することにしました。 

空き地を畑にするには、まず土を良くしなくてはいけない、ということで 30ｃｍくらい土

を掘って、そこに買ってきた腐葉土などと共に、もとあった土をふるいにかけて、石を取り

除いたものを混ぜて掘った穴を埋める作業をしなければいけません。ひとまず 1 メートル四

方くらいの小さな畑を作ってみようと地面をスコップで堀り始めました。普段動かしていな

い、腕や腰を使うかなりの重労働で、1 時間くらい掘ると汗びっしょりになりました。しか

し、体は疲れても、それが心地よい疲れといいますか、気分が良く頭もすっきりして、その

後の頭を使う仕事がとてもはかどりました。 

アダムとエバは罪を犯してしまって、エデンの園から追放されてしまいましたが、神はア

ダムに土地を与え、そこを耕してそこから食べ物を得るようにと、この労働を与えてくださ

いました。エデンの園では、すでに生えていた木から自由に実を取って食べることができま

した。ただ一つ「善悪の知識の木」の実を食べることだけは禁じられていましたが、神の命

令に背いてその実を食べてしまった結果、人は一生涯労苦して食べ物を得なければならなく

なりました。 

しかし、人間にとって労働は喜びでもあります。久しぶりに体を動かす労働をして、その

喜びを感じました。土地を耕し、種を植え、収穫したものを食べる、（そこまでいくかわか

りませんが）ということは人間にとって大きな喜びです。そして、誰でも肉体が健康であれ

ば、そのような労働ができます。いつかは老いや病気によって、労働ができなくなる日が来

ます。その時は、体ではなく頭を使って働くこともできます。体が動くうちに体を使って働

くということが大きな恵みであることを知りました。いつか収穫の喜びを味わえるように、

がんばってみたいと思います。 

 

月報「ぶどうの木」 
         2023 年 12 月

号 

日本フリーメソジスト教団 

町田福音キリスト教会 

11/12エチオピアの子ども支援報告 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

11月役員会決定事項 

・11月度の経常会計・基金会計・建造物会計が承認された。 

・クリスマスの対外献金として、「いのちの電話多摩」へ 1万円、他 NLL海外宣教部等 2か所（牧師一

任）に 5千円ずつ、合計 2万円を献金する。 

・神戸ひよどり台教会より、納骨堂建立の趣意書と献金の依頼が届いている。来年になってから当教

会から献金するかどうか決める。 

・1月 15日(月)東部教区会は当教会が会場となっている。役員は Zoomで参加。三石姉はお茶出し

の奉仕をする。 

・教会玄関のインターホンが機能していないので、電気店に相談する。 

・「きんじょの本棚」という町田市内で広がっている図書の貸し出しに教会も参加する。教会前に本棚を

設置（出し入れはできる時間に行う）し、貸し出した本は市内のどこの「きんじょの本棚」に返却して

も良いことになっている活動。地域とのつながりを目指す。 

・12月 17日（日）午後 7時より、特別に夕礼拝を行う。（希望者があったためと、将来の夕礼拝再開のた

め） 


